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。

昨
年
十
月
十
日
新
装
一

ま
し
た
Ａ
コ
ー
プ
中
標
塗

る
」
の
開
店
一
周
年
記
念

十
月
七
日
か
ら
九
日
ま
一

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
午
前
十
時
（

に
長
蛇
の
列
が
で
き
、
釦

万
一
一
千
人
の
お
客
様
で
』

し
た
。

記
念
セ
ー
ル
の
三
日
頭

画
と
し
て
ビ
ッ
ク
な
プ
，

当
た
る
抽
選
会
が
行
な
」

２ 



新i鮮で豊富Z鯛jiii臆と、より良い脇をより安く･
－｡ 

｢あるる｣開店1周年記念

星澤幸子料理教室が中標津

特産品を使って開催されました。

騨
｢ir7誠

函

R日｡､，

店頭販売もおお忙し

十
月
三
十
．
Ⅱ
、
Ａ
コ
ー
プ
中
標
津
店

「
あ
る
る
」
の
悶
店
一
周
年
胆
念
の
ク
ラ

イ
マ
ッ
ク
ス
と
し
て
、
Ｓ
Ｔ
Ｖ
「
ど
さ
ん

こ
ワ
イ
ド
２
１
２
」
で
お
な
じ
み
の
、
ク

ッ
キ
ン
グ
キ
ャ
ス
タ
ー
星
澤
幸
十
さ
ん
を

州
き
、
「
す
て
き
な
人
は
よ
く
食
べ
る
」

を
テ
ー
マ
に
、
料
理
教
室
と
榊
滋
公
が
行

な
わ
れ
ま
し
た
。
午
前
中
に
行
な
わ
れ
た

料
理
教
室
は
．
組
什
負
を
対
象
に
行
な
わ

れ
五
十
人
が
参
加
し
、
北
海
道
の
秋
の
味

覚
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
っ
た
、
簡
単
で
下
経

に
で
き
る
お
料
理
を
ご
紹
介
い
た
だ
き
ま

し
た
。
教
室
の
中
で
は
、
道
産
品
の
食
品

の
良
さ
や
食
を
迦
じ
て
の
心
の
ゆ
と
り
に

つ
い
て
、
笑
い
を
ま
じ
え
て
、
楽
し
く
教
え

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
中
標
津
特
産
の
だ

い
こ
ん
し
｜
伯
爵
い
も
を
使
っ
た
六
肺
の
料

理
が
完
成
し
、
試
食
し
た
参
加
瀞
の
皆
さ

r-w 

ん
は
、
「
お
い
し
い
ね
」
尺
，
晩
作
ろ
う

か
」
な
ど
と
誌
し
て
い
ま
し
た
。

午
後
か
ら
行
な
わ
れ
た
術
波
会
で
は
、

川
内
外
か
ら
二
㎡
人
以
化
の
〃
々
が
会
場

を
埋
め
、
狼
澤
先
生
の
徽
淡
に
耳
を
傾
け

て
い
ま
し
た
。
「
食
を
皿
じ
た
健
砿
づ
く

り
」
を
テ
ー
マ
に
楽
し
く
、
お
論
し
を
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
継
演
会
の
終
わ
り
に

は
、
食
・
科
蝿
に
閃
す
る
質
閥
が
側
溝
か

ら
次
々
と
出
さ
れ
、
気
さ
く
に
答
え
て
い

た
だ
き
、
臘
況
の
う
ち
に
終
丁
し
ま
し
た
。

五
キ
ロ
が
五
十
人
、
牛
乳
一
脚
と
玉
子

一
ケ
ー
ス
が
セ
ッ
ト
で
二
百
五
十
人

に
抽
選
で
、
そ
れ
ぞ
れ
プ
レ
ゼ
ン
ト

さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
二
日
目
の
抽
選
会
で
は
先

着
三
百
人
に
米
、
伯
爵
い
も
、
生
鮮

食
品
、
日
用
雑
貨
が
そ
れ
ぞ
れ
プ
レ

ゼ
ン
ト
さ
れ
、
三
日
目
に
は
、
ラ
ッ

キ
ー
賞
は
ビ
ッ
ク
プ
レ
ゼ
ン
ト
と
し

て
新
巻
鮭
が
五
十
人
、
農
協
乳
製
品

エ
場
の
コ
ー
ヒ
ー
牛
乳
と
本
食
セ
ッ

ト
が
二
百
五
十
人
に
、
早
朝
か
ら
並

ん
で
い
た
だ
い
た
お
客
様
に
プ
レ
ゼ

ン
ト
さ
れ
ま
し
た
。

鑿
潰雪

趨
一
這
議 iｉｉｉ薑i鑿

３ 



去
る
九
月
二
十
八
日
か
ら
二
泊
一
一
一
日
の
日
程
で
、
帯
広
・
札
幌
方
面
に
役
員
研
修

に
行
っ
て
き
ま
し
た
。
今
回
は
、
上
士
幌
に
あ
る
全
農
Ｅ
Ｔ
セ
ン
タ
ー
に
始
ま
り
、
雪

印
乳
業
札
幌
エ
場
と
視
察
は
七
カ
所
と
多
岐
に
渡
り
ま
し
た
が
、
研
修
の
ね
ら
い
は
、

最
近
の
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
ブ
ー
ム
を
背
景
と
し
た
、
資
材
の
園
芸
部
門
の
拡
充
と
、
価
格

競
争
の
激
化
に
揺
れ
る
ス
タ
ン
ド
事
業
の
方
向
性
を
探
る
べ
く
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

閂輯
ホクレン小樽右模給油所

r門の拡充と、
方向’性を探る。の

■役員視察研修報告 藤井美智夫管理購買委員長理事

て約究托給かか受まｉ渋のとＴこ
い二応移、ららｌＷｉしを確、技こま
ま１１７）１１随③ののり|］た」１１賂優術のず
し蝋Ｉ１Ｈ、受受煩の｡」ざを良をTIP、
た、苑④|;,ｌｉＷｉか４１２ｉミ''１％１１イ１１滴業全
・受なＥリ１１リ１JＩ）」雁なに的牛Ⅱ）所＃き
りⅡどＴ性及供、」|下斬に蕊しばＥ
牛で技Ｉ印｜ぴ卯供業設、殖た、Ｔ
約すｉＩｌｌｊ別妊４１皇給と移栃’|豊優今セ
八゜に検娠へ、し転木や良ｆドン
｜ｒｉ９Ｊｌ脳１行’トイ１１②てし県乳和のタ
蚊〈|：す、の牛生はて仁‘|ユ’トミ｜
を、る’|iiiii'１：、瀧、｜ⅢＩあの索）］で
ｉｉｉｌ供雛人確乳滑①没つ後牛にす
獲り１１礎リⅡ、ノ|豊な和さた継蝋、か
し’卜研受供一ど牛れ施′トノ聡Ｅ、

Ｉ
全
農
Ｅ
Ｔ
セ
ン
タ
ー

淫iii騨懸
臓轆隙1鰯
の｜測二い、る坪｜行、、をの
充塞Ｉま‐[《!'でプな内盗視か
Ｌ川ルし部芸、ンい＃'1材察｜
げ,Ｆ１ハたに１１１店しガ改暦しデ
Ⅱをウ・はＩＨＩ内まｌ装ｉｌｌｉまニ
標並スま福やはしデーでしン
はくをた祉鉢酒た二！fしたグ
ーて詮、１割花落･ン川た。店

【
巳
木
野
農
協
『
パ
ピ
オ
ガ
ー
デ
ン
」

｣摩か、

千
三
㎡
〃
川
と
の
こ
と
で
、
八
Ⅱ
末
で
約

六
下
〃
円
の
実
紘
と
の
こ
と
で
し
た
が
、

こ
れ
か
ら
冬
期
か
け
て
の
展
開
が
課
題
で

あ
る
と
の
扣
当
部
良
の
脱
明
で
し
た
。
ま

た
術
し
の
な
か
で
は
、
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
店

と
し
て
の
版
元
恢
略
の
基
本
と
し
て
、
①

建
物
に
お
金
を
か
け
な
い
、
②
人
の
集
ま

る
所
に
処
て
る
（
化
柄
店
舗
に
隣
接
し
て

い
る
『
③
冬
期
間
の
峻
洲
を
ど
う
す
る
か
、

と
い
っ
た
点
に
つ
い
て
馴
意
し
な
が
ら
畑

業
展
附
を
す
べ
き
で
あ
る
と
の
説
明
を
受

け
ま
し
た
。

Ｉ
松
田
樹
生
園

す間でj0IまＩ活の交盗1Ｋニし
る連しででし交材材リ｜｜ま次
な笈た年がの材の、きルしに
ど材ｏｌ１ＩＩ尤なｊ(了卸ｉ１ｉ１ｉのハた近
｣ユのこの１さかＩｉｒを、あウ｡〈
夫販こ/くげで111：手ｌ１１ｕるスこに
をぅ１６でＪ7.の６は広科業）'１こあ
しやら訂勝や圧〈、満,Y，はる
て、ハを貝は巻膿諏でな、松
いパウＩｌｉでりでＩｌＩ１ｆすどノ<川
まレスめあ、しし、゜で根樹
しシ１ﾉﾘるり＝たて農ハ、の′|：
たトでと、）Ｉ･お薬ウ’'１種Ｎ１１
．陵ののこ’まりなスIlMkJLを
爪ｌＩｌｉこの（た、ど’1Ｍ脇や祝
岸、と時Ⅱ、その巡とビ察

次
に
帯
広
の
岡
本
石
油
が
迎
懲
し
て
い

る
、
セ
ル
フ
ス
タ
ン
ド
を
収
化
よ
り
拠
察

』
セ
ル
フ
ス
タ
ン
ド

４ 
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ホクレン斐所にて

ミ縮ま↑rilllil[Ｉイ１．ド化
セとしなだ所帆ときそ
ルコたわけは絵し残の
ブス゜なを、ｉｌｌｌてり後
形卜施い行セルｆ述方、
態の,没がをミをて策こ
が低ｍｉ洗いセ視らのの
文減でＷＩ、ル祭れ‐様
持、６場ビフしたつな
さ迎、がリスま、のＩｉ１ｒ
れ憐廸隣トタしホ試勢
るＩｉｉ，没接作ンたクルリゼの
かで期さ業ド゜し的左
、は１１１北はでこンスか
人、のて－、の小タで
的セ短し、切給給挿ンの

いは６タ光肖かで満し１人Ｉ１ｌｌＪユしリドシド色し
る道減ンリにら翌しをたに内うて勝スカ分ま
と内少ド競つ雌１１た「１J・人が｜い所テ｜けし
の系しの争い近、。心スる几でるにムドした
1F統て数のての札にタと１．八だ‐のをて゜
でＳいは激の燃帆タンど｝リトけ人ス職、li71
しＳる、化説料の〃｜どこ／上で隅タ入客じ
たのが過のｌﾘ１１１｣ノホがのでklIllIしてン後が給
・な、典なを勢ク温容もで／た、ド、ｌｔ１Ｍ１
か：'１名か受とし雑）lイノししｋり゜モで「｜販機
でＪイドでけ、ンすと十たで（'Ｗ二Ｌ分`機で
もＡｌ１１１、まスでるしＪｉがし格タたでで給
健スで適しタ、とてＩｌ１、たは｜･絵フｉｌｌｌ
ｌｌリタ約’八］たン組のは／Ｗｆ｡、で職ｉｌＩｌｌ１か
しン~ｉの。ド、'１こ、上り広音レ監興すペン
てド１７ス安述肴とｆｉ１:で．’|ｊ史ギ視はる｜を

！
ホ
ク
レ
ン
小
樽
有
幌
給
油
所

〆、

￣ 

￣￣ 

ま上料象かの、'１しい１１１ｈ体
す簡鮪を支給地てて満州１１
.ｉｉｉを捧持ｉ１Ｉ１にホのので
で槐ちさだおク誠）ｉｆは
す察まれけいし験Ⅱ１，
がししなのてン的なア
縦リ耐たいスはは、どル

：欝灘蝋？
せき’1Fなでサけない、
てま印いは’てスろパ
いし乳か、ビいタな’
たた業となスまン１ｍト
だ.ののかなすドに、
き以史印なし。とお，｢冊

■句

」

''１ 

Ｉ 。
Ｆ弓
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全
道
共
進
会
上
位
牛
の
乳
器
の
素
晴
し
さ
。

育
成
管
理
の
勉
強
会
を
開
催
し
ま
し
だ
。

中標津ＥＴＡ視察研修報告
●中標津ETA福嶋寿顕

或
る
十
Ⅱ
十
二
Ⅱ
か
ら
十
Ⅲ
Ⅱ
に
か
け

て
、
札
幌
近
郊
に
几
人
で
Ｅ
Ｔ
Ａ
視
察
研

修
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

中
標
辨
空
港
か
ら
丘
珠
空
港
に
到
桁
し
、

レ
ン
タ
カ
ー
を
使
い
㈱
ジ
ャ
パ
ン
ホ
ル

ス
タ
イ
ン
ブ
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス

で
、
現
在
の
北
米
で
侠
川
さ
れ
て
い
る
人

気
繩
雄
牛
と
受
精
卵
の
説
明
を
受
け
、
そ

の
後
、
福
尾
和
弘
ズ
ッ
ピ
ー
ベ
ル
牧
場
）

牧
場
と
、
禰
僅
修
三
（
エ
ル
ム
レ
ー
ン
牧

場
）
牧
場
に
付
き
ま
し
た
。
エ
ル
ム
レ
ー

ン
牧
場
で
は
、
す
で
に
研
修
薪
が
訪
れ
て
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幾辮
菫l池ii議塁諒言皇

霧

パネラーの群さん

礼のいくる灸パルで，い
'|’協今ま参こ道’'１名猟して
しノｊｌｍ’す考と共ラ舎境た、
上との。仁が進lとが。我
げ、棚なで会に盤す々
ま訪察るきでてぎぱ（よ
すＩＩＩＩＩ１Ｊ「１Ｆ、の搾’|鬼らこ
･先修が特ヒザＬ介しの
のに多に位さの〈１１
牧あかザし’卜北＝、
場たつ器へてつフ
のりたがｆげいのリ組
〃関よす典ま’'二１｜Ｉ
々,係うば￣し合スの
仁機にらをたでト視
御ＵＭ忠し兄。、１察

参説そが保家卵大よ
加Ｉﾘ】の’ﾉ’あ剛・パ今会る【,Ｊ
脅さ仔雰た氏勝’［M，議勉標
はれ牛でＩ）が兄トの室強ｉ;,１
本まが（ままあ孝，，勉に全乳
､'’し分、した氏と強て司牛
のた娩仔たり、い会三行改
勉゜す牛。、’'１うは－１－成艮
強まるがｉＴ１ｌＭＢ形、，ﾉL，篠岡
にたま』'＝会酪で昨人」]１１志
な、でまに農行年のに会
つパのれ（よ家な177］受つｊ：
たネーる、１１．わ様赫い，,,：
のう連Ｉｉｉｌ１ｉｌ変れの皆て、
で’のの志川、パで色１，，
(よの流乾会稔バネ閲が襟
な経』し乳訓氏ネラ，Ｍ１卜津
い憐にⅢ'会､ﾗ,さ)，ＩＩＪ
で理つｌＩｉＩ長南’をれこ農
し念いの・ｌＩｊに柵ま+協
よにて轡工酪はきし七，ｗｆ
ぅも」'ｌＬＪｌＩｌ藤農侯、たⅡ対
かふ紬か磯家落行｡、後
・れから「’・酪成農援
、〈、氏久農轡脇に

解、

動動蕊
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農協法公布
記念日にあたり

〆●

北海道農業協同組合中央会

会長宮田舅

流交ｉｉｌＩ：のｉｌｌｉ：悦業災しｌＩ１れ人堆まそこ的業体腱「Ｉら協言に
ijn作しツミしし'1:・た１人］る腱き・でれと地化の比ｊ＝、法iiL，11ミイミ
が仁が施にた塵農。のＷ政左Ｊあかを位瀧発の的司はて業イド
決つ行を件Iilliの卜１イ蔦農Ｔ１ｉＩｉ変Ａとら｜｜の力述｜(］Ijl農そか｜ハト
まい麿雑う格維」１１｛'三業Ｏ仁化を－１§的｜{,］のをｉ１体雄のらｌＴ１１－
りてわ本所形持本Ｌｚ政次おを巡イＩｉｌｌｌ：とI噸促ｉｌ’たｌＪ１ｉｌｉｌｌｌｉ組）］
そばノＬ命ｉ１ト成・法１１策」９１いみる余紀しを進進ｆ/：ら（イミ定Ｉ・ｆｒｌ－
の１る題確の噸Ｌｌ・の炎てせ↑,Ｉｉｌ）をてはとす場しをざ二法ノし

鶴灘nili鰯雲雛'iii鰯!；
人-

1騨辮M鰹脚iIWk案Wそ報繩i当と農紀。￣会腱卜I]てのか農定イド

R窓､１

よとすこ必でをＡ６ｌ１Ｔを頓憐に一のこてこなに皇砂わ
うフミ。と要あＷｔｉＭＩｌＵ１この決と簗おlli二組の農ｉＫと所基）１１１'ｉれ

゜ｉｆ組ででリね繊限｛'二llk’菰１０１にいイド識施政要と１１卜づに政’１

灘111蕊翻代のるをIliI1l1ﾘｒい

制:ii糊州柵柵艘雛撚iiiま（il］米（のみる，砿の戒、「が銭のＬノくすｊ１Ｅも
し趣まくが年論Ｊ法成戈￣｜i；の会｡罐、』UBI．
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チモシー中盤種の活用促進

北根室地区農業改良普及センター

し砿のれと川＞'１ま１１［
１１始一ますりＬＬ地す飼乳
、六瀞する征は域゜科’卜
分加Ｗｉｏ１ｉＬ、必でこのｍｌ
ｌイミーニのニノ'三、１１須はの，Ｖｊｊｕ
に十収の極地で司諜Ｉ〔伝

川#辮主灘
ｒ漿なｏ憶了馴繩ｌｉｊｌＸの’１１計ノ
○膣平で梶サのす奨岬

謙終サド、度,’''ろにき
がし’'1ｉｊｌｕとプノ１２たなに
収）］は域惟をＦＩｉめつっ

瞥了,i繼Ｕ鼎'弓石」し

表１イネ科牧草品種の熟期別配列
Ｈｇ、

6.／１２６／1６ 6／2４ 6／3０７／1〔6,'５ 

出穂始

月日

キ
Ⅱ
〆
々
ダ
ツ
プ

ホ
ク
シ
ュ
ウ

オ
カ
ミ
ド
リ

ケ
イ

ク
ン
フ
ウ

ト
ヨ
ミ
ド
リ

ホ
ク
エ
イ

ア
ッ
ケ
シ

ワ
セ
ミ
ド
リ

ホ
ク
セ
イ

ノ
サ
ッ
会
フ

オ
ー
ロ
ラ

品種

草 種 オーチャードグラス チモシー

表２チモシー出穂始期(根釧農試成績から推定)と特性 てチるスリプ迦終れ
魂１マモよ多遅だ艦ま｜Ⅱる
征さシうぐれけでで々jlX
のいＩにのにのすはの繊
鼎･の。lと’YXな作。、続期
ｲｌｚＩｌ１－地｜ノ付ここ憐は
極ノヒ、でまでのＩで、上
と極衣遮すは作三も）］
''１６－２期。、菜過、八
'|：葱で収か期１１M収ｌｌ
ＷＩｉ識示穫な’Ｍ１をＭＫで
の的さがりで典始す
川に北７リの、すか。
秘活て能而ノるら
191１１lいと彼ｻの収
はしるながツが極

(早生種：ノサップ対比）

オーロラ６/23<－１）初期生育良、耐倒伏性良、２．３番草の収量や低､耐病性並。

ノサップ６/24（Ｏ）

ホクセイ６/26(＋2）耐倒伏性や良、２番収量や高、３番収量や低、耐病性並。
■－－－－－口■■■■－－－－■－－￣￣￣￣￣￣●－－－－－■■－－－－口■■－－－－口■－－－－－－－－－－－－￣－￣￣■■■●￣￣￣￣￣－－￣￣￣－－－－■－－－－－

(中生極：ホクセン対比）

アッケシ６/27(－２）薑数多い､班点病強､早春生育良､耐倒伏性や弱.永続性や良。

ホクエイ６/28(－１）２番草の再生や良､耐倒伏性並､耐病性並､各番草で多収。

ホクセン６/29（Ｏ）

キリタッブ７/２（＋3）茎数多い､葉色茎色が淡い､班点病強､耐倒伏性や強､多収。

(晩生種：ノースランド対比）

ホクシュウ７/10（）ほふく型茎数多い､再生良好で秋の収量高い､放牧利用型。

〆皀、

ブｒ１なマベ，ｉｌｊに‐
かクリメてチい組過

ｂｐま科マモサみＩ111
選’すのメシイ合嘘
定（｡【Y，科Ｉしわ度
しば’１１種との’せの
て競′上選の「１１ジる鑛

皆鰯:綱:；
ﾆﾄﾞＲｌ１ｕ鰯』,L鰯,１１１１
獲ｉＩ１る極い化ま栄〃
三蕊場とた砿す塗を
君タ今はめと。Ｉｌｌｌｉｊ血
イ、典、比の］'二

表３品種組合わせと播種昂

マメ科草種

チモシー品麺

アカクローバ品種

０２～0.4ｋｇ/１０ａ 

シロクローバ品種

０．１－０．３k9／１０ａ 

大粟型シロクローバ

ルナメイ、カルフォル
ニァラジノなど

チモシー早生極

１．２－１．８k9/1０２ 

草勢の穏やかな品種

ホクセキ､マキミドリなど

現状では市販品種無し中葉型シロクローパ

「クラノ」の市販待ちソーニャなど

チモシー中生種

ｌ２－Ｌ８ｋｑ/1０５ 

小葉型シロクローバ

リペンデルタホラなと

チモシー鏡生和

1.2～１．８k9/1０５ 
混播しない

８ 



「「す金千三億余でよクな総\Ｌり貸
文ノノが受〃ｆイノし体［JL1l）頂ミつ額牛ス紐付
'''１１１１，入１１１〃千で千三か力てで（》ＬｌＩＭＩ金

にの収､‐'１九はllqTm)ンおば瀞ｆ：
蝋辮liiI,ｌＴｉｉ窯溌
はなで〃入哨一の,,１つ。下下企M

iiil:１ 
，つは｝'１Ｚ加農ｉｉｌｉ減墹い
ｆ,Ｉてこが樋し業給少力Ⅱて
料い十減几、雑令としは
fYまりⅡ少ＴｌⅢ収含な、、
こす値し〃仲人むりｎｉｌｉｉｉ
Ｔ・Pりて|ﾘ版で~､越年
二Ｔい、光lIqが｣'１残ln
lfi二まｆｆ/《千二人］1.1ｉ）1M

農協の
財

平成11年度ｇ月末における、財務の状況について

お知らせいたします。

lil：‐いばり９１１Mま材職今禎いで億億
ガルｉま、億）,i「すが峨買後極まはｌｆｒＴ
ののす三JＬ以が．賀事と的すそ「ｉノノ

ご野。億千米、ljii1Y1業らに１：億万｜ﾘ
ﾂｾﾞ緋'１Ｍ編l1liiiWlU'十|；lボ

鯰''1轍ｌＬＩ鰹繊'''1
いりまのｊｉ９の、ｉＭｉいｌ蝋ま腱ｌりな」l§

ii議灘1蝶

給販ご脳Jv1）１噸し組下貯ｌＬｉどＴｌ？ノノ
金販売協ＬｌｌＩ１＿二１１１１，勘しl1i；ノノが/《料１リ
含光事ノｊま、１－と令賦77イド’１噸灯科か
む，Ｙｉ業をす術二な作りノノ’'7］金の加ノｊ金減
－１１（おの利！］つで残１１１期ｊＷＬＩＩ１１ｊ少

窪：騨澱：iliiii薩
':蓬jtii轆瓢lifik。六〃、〃ｊｉ鰯':lW1Ii他ＸＷ型,，．}ili 

毎■

平成11年度ｇ月末事業概況 (]１１位：ｉ｢〃''1）

貸付金(組勘斑浅含む！ 借入金自己菅本 碍託管金

ilN29 

1～f豐哩と！
５.Ｚ4４５．１２７ 

蝋ｼ《1Ｆ
陥
仙
阻
仙

５
４
１
３
２
 

１
－
１
１
 

7９ 501m 1DＩＤ 

田
Ⅲ

蝿
的
臆
囚

０
５
０
５
 

２
１
Ｉ
 

豹‘
｡’爪Ｉ

P。ｈ－２m 

ilOlp 30随

IjZO2lp223 

'f1百ｍ、
’''二lOfI弓l】年

岡定賓産

BBI:ｌＯｆＦｌＭｌ 

販売品取扱高(補給全含む】

ｇｆｒｌＯｊｌ１Ｍ｜ 

購買品供:台湾

9J『･LOzFllzI

勤日勧賛越残

１，２１５ 

`FH:’ 
IZI2 

IIl2 

10In 

g１ｐ 

Ｈｌｐ 

38iE 

M1E 

3012 

2G瞳

2.8曙

201通

16値

ＩＨｌｐ 

８１日

5pＯＥ６ 

i1鷺f:訂

他
臆
似
価

７
６
５
４
 

501回

､ｎ.１ 5 

3.】７１蝦

r:i:i可
－７匹 5７ 35座

-55 

(I97LltI 

2.5Ｈ ４．|酷恥

`;ﾂﾞﾑW5Tr 
４０値

gjI】OrI:l1jl1

貯金(組勘預リ残含む】

９f「ｌＯＩｒ１１＄１

組勘杼iU残
211F 

(IIL''1jWlTIl） 
１．９５１１.鴎9

30ｌｕ 

10081 

F輿;ｉＴ１５７
郡

IOD皿

51ｊｕ 

ⅡＱ 

３侭

Z他

２０超

【Iり蛤inIhli純〕Ｌ０ｌ１JIIW ａ (ﾄﾉﾖfRmHl1)・鯉lIi初）

９６６ＬＯＯ６９８８ 

IMI 2.12 

ＨｼﾎﾟTl 
｡I、 －１N 

801口

!】ｆ『１０ｆ「１１$『 FWK１０１１１１「［ｇＴＩＩＤＩＩヨＩｌＩＩｌ 951ｺ】Ｏｆｆ］121
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平成11年産

甘味資源作物などの生産 格
Ｉ甘味資源作物等

新たな砂)Wi・ｌｉ･ｌＬｌｔ涜源作物政策の111滑な移｛『に留意して、平成１１１１Z度の甘味盗源作物等の生産薪Ｉｉｌｉ

橘箙の決定については、次のとおりとする。

１．てん菜

てん菜については、］iii年１tみの腱家ＷＩ('） を雌iJILする。

１丘成lIfl皇潅平成１０１１２賎

17,1501]1／トン（17,150111／トン)

16,7701'１／トン（16,880111／トン）

190111／トン（l901I1／トン）

1901V／トン（８()ＩＩｌ／トン）

９０['1／トン（901Ⅱ／トン）

６に、）１１(科ＩＭＩの在)iir対莱や加糖調製１V,対策を実施する。

(1)農家手取り額17,1501]1／トン

うち蛾低生瀧蒋Ｉｉｌｉ儒16,7701'１／トン

うちてん菜糖低コスト化推進YYl901I1／トン

うち低コスト・術,'iA礎化朧推進了ＩＩＬ業?il901v／トン

(2燐肥作物導入・原料M1『対策ｉＩ(i進`|『業幽９０[ﾘ／トン

○緑肥作物の導入等の1ｌｘ組を推進するとともに、）１１(科ＩＭＩの在)iir対莱や力Ⅱ｜

(3)原料糖1濡要|)M苑・加納調製品対策’億９千ﾉjlリ

（501']／トンイ;'11'1）

０１１K〔料糖の熊要IWl苑や川llWi調製iYi対策についてl1Rlが支援する。

(4)てん茶棚のｌ１巣ﾄ１１貿入lilli格168,4]０１１１／トン

１Fへ

（011]／トン）

（l70p4991U／トン）

２．馬鈴しよ

」5鈴しょについては、］iiiｲlz1tみの膿'家乖取ｌｊ を確保する。

平成11年瀧

14,1501'1／トン

]4.0501リ／ﾄﾝ

lOOlU／トン

］091691'１／トン

ｌＦＲ 

平成10年瀧

（14,1501ルトン）

(]4,1501ﾘ／ﾄﾝ） 

（０円／トン）

（111.1641[|／トン）

(1)農家手｣[(1)額

うち馬鈴しょの原科辮iiilll(i格

うちでん粉ｒ場からの止采せ支払､い

(2)馬鈴しよでん粉のXT入」|域(i(lⅢ格

３．甘しよ

’比上(二ついては、前年並みの艇家手取り を確保する。

平成llilz髄平成10ｲI包産

31,62()１１１／トン （31,62()1'１／トン）

31,5201'Ｌトン（3L6201I1／トン）

1001ﾘ／トン（０１ﾘ／トン）

2,40()7jlII（（)IIJ／トン）

（1201Ⅱ／トンイ11111）

139,36711Ｌトン（140.32211]／トン）

(1)農家Ｗｋｌ)額

うち１１しょのlk1jl慌導II1ii格

うちでん粉工場からの上乗せ支払い

(2)１１しょ不作対応維進!'『業ｌｌｉ

(3)1「しよでん粉のX１人」,噂(に(illi格
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〆、

Ｌ』

熟年会秋期研修旅行

農
協
熟
年
会
秋
期
研
修
旅
行
が
、

十
月
十
二
曰
か
ら
十
五
日
ま
で

登
別
温
泉
・
小
樽
・
白
金
温
泉
を

三
泊
四
日
の
日
程
で
六
十
八
人
が

参
加
し
て
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

ピコ

籔１蕊ｉ 
Ｆｴー

;,癖Ｉ !;Ｉ 紅葉とぶどう狩りを楽しみました。

伊豆

蕊1iii1iiiilil;iii； 

狩
勝
峠
を
遡
り
足
寄
で
掻
食
を
と
り
、
午

後
四
時
三
１
分
、
全
旦
無
灯
「
ぶ
ど
う
」

を
お
ｋ
厳
に
州
町
し
ま
し
た
。

健
喉
に
招
愈
し
、
米
年
も
多
く
の
全
、

の
〃
々
が
参
加
し
て
下
さ
る
よ
う
楽
し
み

に
し
て
い
ま
す
。謙一蝿鱸円

鱒鱸
rＬ１ｌ ;職

■ 1１ 



フォト･アルバム

ＰﾉIEC丞』′み"剛

訪いお細理学で別こが
れ午ま話か学･は場や今け-1.
、後しにな癖こ浴を力、ｌｐ１な）Ｉ

織怠蓼Ｔ糊烹繋Ｚ舷,ＬＴ
課はｌｌｌｌビを談りし、海亘、
．』瀞ススでハまＪ''１Ｊ［女

雛鮠:健；k幟;;ｉ

憲1離職
蝿腸馴jii蝋干潮iｉ

農
協
事
業
に
理
解
を
深
め
る
。

■
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●
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●
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●
●
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●
●
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●
●
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●
●
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●
●
●
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Ｕ
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●
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●
●
●
●
■
●
●
●
●
Ｃ
Ｏ
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
■
凸

足Ｉ
ﾞｼｰ 

蝋

（‐ｈ 

ｆ
０
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
外
■

女
性
部
日
帰
り
研
修
旅
行

曇。■｜■■’■ロ■ロ■、川、卯皿皿四■

￣ 

ショートスティはほぼ満床状態

め業改驚めつ｜い箱々参場をｊｕｉｌｌ１１
てにめきるぽつく論とｌⅢ1ノリ|Ｈ１に荷

鞠嗜鑪鱗繋

ソ
ー
セ
ー
ジ
が
で
き
た
／

い’まが腸て．班今｜：セフ
あクしやにミロにｌ'iＩ（ｉｆ１レ＋
らしたぷｉ１１ｉン状分行修ジツ）ｊ
びて・れめチにかなセ作シニ
さソ燕なるに切れわンＩ）ユト
ソ|煙いもしりてれﾀがﾐ八
１セ機よのた分、たｌ、ズ、
セ１でうで後け１．－２でＩＩ１で二
１ジーに、、、篭［１行標人｝
ジが|聯|】（参器スほのな１１ｋ気ノＬ
が宛Ｉ１Ｉ１ｊｎｌＨ」しパど救わ''１Ｊの［｜
出成、|食に粉をイの寵れ滞教の
米・ほ作は便ス｜ノリでま産室弓
｣Zおどつ、つををはし食、１１
'）いスて羊て混サ、た砧ソ’１１１
、しモい腸一､旗ぜイニ。Ⅲ１１、

Ｆ、

フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
ソ
１
セ
ー
ジ
教
室

家
族
に
お
み
や
げ
に
持
ち
帰
り
ま
し
た
。

経
験
者
は
上
手
に
詰
め
て
い
き
ま
す

だい二人出荷は好調で塔塒丙は大忙し
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棚⑳出来事柵介します。

一一
●
 字閻Ｗ￣
＝９剣

一一〈１

のために
露iii塁‘

認

7丁豆ヱヨ

JＭなのために。

－
ａ
が
４
６
．

１１ 

Ｊ 
ＪＡホームヘルパー３級養成研修会

１
Ｌ
 

、 級た々齢｜法
受１J鐘だ仁化うがい
iルかの成こ介社で施よ
さ′jと技ら１１Ｍ｢う謹会は行い
れびなも瀧川（とに仁、さよ

焼涼ｉｉｉをjM1i艘衆
賎鰹ｌｉｉＴＩ｢淵歩|蔭iii
受本iillliま’－１識しむ今Ⅱ
識的しし三ムをで'ＨＬ年よ
前な、た１１へ稗も村もり
に介術｡Ｉル１１ト多地Ｊ介
お，穫議、１１ニパし〈域Ａ謹
話術、Ｊ十１てののグ係
しを'たＡ上三い方商ル険

－
‐
 〆弱

震=＝

一一、弩髻髻
Ｉ 

一繊欝
内膳1１

い

９ 

。Ｍ１

愚考さんに不安を与えないよう戸｢をかけます

轡

配
だ
」
、
「
二
週

え
ら
れ
る
か
不

安
」
な
ど
の
声

上炎な｜{１１谷はたパパ艮なの司縦ス方司さ被こた
._わのな、゜しか知た家しを灯ぜれ式十.

織鞭:鞠：鵜鮓

が
き
か
れ
ま
し

を
伺
っ
た
と
こ
ろ
「
内
分
に
で
き
る
か
心

配
だ
」
、
「
二
週
間
の
ハ
ー
ド
な
洲
評
に
耐

表１根室･釧路管内(3級）平成11年度ホームヘルパー鍵成研修会日程

Ｆｉｌ二 時間 床 客 種別時刷

開講式・オリエンテーション
老人福祉の制度とサーピス
ホームヘルプサーピスイ既誇

１０月１３日ｂｉｄ ９:００－１０:００ 

１０:００－１２:００ 
１２:３０－１５:3０ 

『》〃

１
２
月

ＩＤ月１４日CＫ ９:００－１２:ＯＣ 
Ｉ２ｎＯ－１５:３［ 

サービス提供の基本視点
サービス利用者の理畷

琵
抵

毒
砺
〃

一一一一画

３
コ

鼬程Ajji霜 蒟為薊剥
障害者(児)福祉の制度とサービス
心理面への擾助方法】

心理面への援助方法Ｎｉ
家事援野]の方;夫】

２
１
１
つ

１０月１５日(金Ｉ ９:００－１１:ＯＵ 

Ｉ１ｎＯ－１２:００ 

１２:３０－１３３０ 
１３:３０－１５:３Ｄ 

講譲
〃

〃

〃 お
休
み
、
ま
た
、
突
蒋
の
刺
＃
て
な
ど
で

期
間
中
、
お
休
み
の
Ⅱ
も
あ
り
ま
す
の
で
、

ゆ
と
り
を
も
っ
て
受
識
で
き
ま
す
。
ま
た
、

実
技
の
中
で
は
グ
ル
ー
プ
で
行
な
う
介
繊

術
も
あ
り
、
楽
し
く
学
べ
ま
す
。
ぜ
ひ
袴

さ
ん
も
挑
戦
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

受
赫
し
た
万
々
は
、
雌
後
に
「
家
族
の

理
解
と
脇
〃
の
お
か
げ
で
、
こ
の
研
修
会

を
受
識
で
き
た
、
こ
の
知
蔽
を
家
族
や
地

域
の
人
た
ち
の
た
め
に
活
川
し
た
ど
と

感
激
の
派
を
浮
か
べ
て
い
ま
し
た
。

１０月１８日(月Ｉ 1木み

ホームヘルプサービス同行妨匿
デイ･ザーピスーセンター見学

実習 戸１０月１９日(火 １０:３０～１５:3Ｄ 

介護極論
介護技術入門１

講溌

実技

10月２０日ｂＫ ９:００－１２:ＯＣ 

Ｉ,:ZＩＲ－１ＦＭｇ 

■
（
『
【
■
凸

10月２１曰休Ｉ ９:００－１３:４５ 

１３:４５－１６:堰
介護技術入門、
介護技術入門111

実技
〃

４
コ

実技
〃

１０月２２日(毎 ９:００－１２:ＯＣ 

ｌ２:３０－１３:3Ｃ 
1コ:２０－１６:F1［

共感的理解と基本的態度の形成Ｉ

共感的理解と基本的態度の形成Ⅲ
ホームヘルフ,サービスの共通理解

３
１
コ

〃

10月２５日(月）休み

１０月２６日快’ 9:OＯ－１１ＢＣ ホームヘルブサービス同行坊問
デイ･サービスセンター見学

突砦 己

払
抵

鱸
〃

■
■
。１０:ＯＯ－Ｉ２ＤＯ 

１２３０－ｉ７:００ 

１５:３０－１６:3Ｕ 

家事援助の方法Ⅲ
医擦の基礎知識
終了式・反劣会・閉会

２
３
 

10月２７日ｂＫ

壷ごJHf

1３ 

今１１:Ｉの出来事iii?紹介します。

」

月日 時間 内容 種別 時悶

１０月１３日鯛 ９:００－１０:００ 

１０:００－１２:００ 
１２:３０－１５:3０ 

開講式・オIノニンテー・ション

老人福祉の制度とサーピス
ホームヘルプサーピス概論

交;茄
講誌

〃 １２３ 
１０月、４日㈱ ９:００－１２:00 

12:３０－１５:3０ 

サーーピス提供の蕊
サービス利用者の

zk視点

Z里解

忠巨
。塗

１０月１５日㈱ ９:00-11:00 
11:００－１２:00 

12:30-13:３０ 
１３:３０－１５:3０ 

障害者(児>福祉の制度とサーーピス
心理面への躍助カツ去】

心理面への援助方;去Nｉ
家事援助の方法】

講読
〃

〃

〃

１０月１８日(月） 休み

１０月１９日(』1Ｊ ｉＯ:３０－１５:3０ ホーームヘルブサーービス同行&力間
デイ･ザーピスーセンター具

実習

:0月２０日しk） ９:００～Ｎ２:００ 

１２:４５～-Ｔ５:4５ 

介護|麗論

介護技術入['１１ 実技

:０月２１日鯛 ９:00-13:４５ 
１３:４５－１６:4５ 

介護技術入門１１
介護技術入門111

実技

１０月２２EII御 ９:00-12:[)０ 
１２:３０－１３:３０ 
１３:３０－弓６;3０

共感的理解と基本的態度の形成Ｉ
共感的理解と基本的態度の形成11
ホームヘルフ,サービスの尖j、理解

実技

10月２５日(月） 休み

１０月２６首快） 9:００－１１:3０ ホーームヘルブサ・‐ビス同行訪問
ディサーピスセンター見学

実習

１０月２７日６k） １０:00-12:００ 
１２:３０－１７:ＯＯ 

１５Ｆ３０－ｉ６:3０ 

家事援助の方法1１
医瀝の基礎知識

終了式・反そT会・閉会

離誰

〃 ２３１ 
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１１'： 
納
入

己。

一瘤 一《

蕊111:藝篝［ 

|蔭

● 

■ 

今
Ⅱ
ご
紹
介
す
る
人
気
行
は
、
ク
リ
ク

リ
お
め
め
の
と
っ
て
も
か
わ
い
い
、
奨
繩

さ
ん
宅
の
拓
叩
く
ん
。
二
歳
に
な
っ
た
ば

か
り
の
妬
郎
く
ん
は
、
だ
ん
だ
ん
お
し
ゃ

べ
り
も
上
手
に
な
っ
て
、
色
々
お
話
し
し

て
く
れ
ま
し
た
。
と
き
ど
き
は
、
お
趾
さ

ん
の
さ
お
り
さ
ん
や
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
紙

し
を
典
似
し
て
、
お
し
ゃ
べ
り
す
る
ん
だ

っ
て
。
と
っ
て
も
愛
嬬
た
っ
ぷ
り
の
柘
郎

く
ん
。
お
母
さ
ん
が
『
「
ど
ん
ぐ
り
こ
ろ

こ
ろ
」
歌
っ
て
タ
ツ
く
ん
』
と
い
う
と
拓

郎
く
ん
は
、
は
ず
か
し
そ
う
に
カ
ー
テ
ン

」ＨＣ

2』

§
Ⅱ
 

＆ ■ZPj 

陽震臺ﾐミ
４
 

彦雰壼三竃

鰯 §ﾐﾐﾐ§： 

iiiilIii臺篝iii
厩

１
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の
後
に
か
く
れ
ち
ゃ
っ
た
。
お
雌
さ
ん
は

「
拓
郎
は
と
っ
て
も
は
ず
か
し
が
り
雁
で
、

Ⅱ
え
ん
ぼ
う
な
の
」
と
笑
っ
て
話
す
。
そ

ん
な
柘
郎
く
ん
は
、
上
手
に
、
お
う
た
を

秋
っ
て
く
れ
て
、
”
だ
ん
ご
賃
一
兄
弟
〃
も
う

た
っ
て
く
れ
た
ん
だ
。
お
姉
ち
ゃ
ん
の
ゆ

り
か
ち
ゃ
ん
と
、
い
つ
も
一
緒
に
歌
っ
て

い
る
の
か
な
。
柘
郎
く
ん
は
、
う
た
の
ほ

か
に
も
得
怠
な
ら
の
が
あ
る
ん
だ
よ
。
そ

れ
は
、
ト
ラ
ク
タ
ー
腺
上
な
ん
だ
。
お
父

さ
ん
の
読
ん
で
る
本
な
ん
か
に
、
ト
ラ
ク

タ
ー
の
写
兵
を
苑
几
す
る
と
「
ア
ッ
ノ
ト

－一

興’
庇二＄（
■ 

｣ 

' 
おじいちゃんの賢ってくれたトラクターでごきげ人

|鮒Ｈ１地1ｘ長繩義博・さおりさんご火災良ｿﾉ拓郎〈ん(2,強1力)]）
｡ 

ラ
ク
タ
ー
」
と
夢
中
に
な
っ
ち
ゃ
う
ん
で

す
。
モ
ノ
ク
ロ
の
小
さ
い
聯
兵
で
も
ス
グ

に
発
兄
。
桁
叩
く
ん
は
「
こ
れ
は
う
ち
の

と
ち
が
う
ね
」
と
か
、
ち
ゃ
ん
と
わ
か
る

み
た
い
。
真
剣
な
激
で
水
を
凡
て
い
ま
し

た
。
拓
郎
く
ん
は
、
ｎ
分
の
体
よ
り
も
大

き
な
ト
ラ
ク
タ
ー
の
お
も
ち
ゃ
を
、
お
じ

い
ち
ゃ
ん
に
興
っ
て
も
ら
っ
た
ん
だ
っ
て
。

も
う
少
し
大
き
く
な
っ
た
ら
、
ち
ゃ
ん
と

乗
れ
る
よ
う
に
な
る
よ
ね
。
大
好
き
な
家

族
に
囲
ま
れ
て
、
す
ぐ
す
ぐ
火
き
く
な
あ

～
れ
。

ちょっぴり甘えん坊の
ﾄﾗｸﾀｰ博士

'1４ 



各
チ
ー
ム
か
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
だ
。

対抗ソフトボール大会

俣落支部藤田誠

しら繰几共１藩｜タミ
たれ各Ｉノチ栄シミＬｉ小落Ｉｊｒ

繕#i蝿
蓬蝋緋
iii蝋|Ⅱ
（ﾆレ

r富､「

柵｢北根室地区農村女]陸講座」
を開催しますノ

圧０】２１ＬＪ〃ＬＫ７狸.l

紅茶牛葬ID新発売
やっぱり違う／本物の鵬

とき：平成11年12)１９１１㈹１０:00～14:３０

ところ：`１１．１;l]乳業WiOFl1標i:Ik-[場

主催：_'上根寵地'x農業改良協繊会

テーマ「すばらしい女神たち」

．'｢,iiiの部’卜乳・乳製Ｉｌ１ｈ料J[Ｈ１赫習会

．'}念後の部識演会（識師：酪総ＩＤ「ｖｚｌｌ'氏）

お問い合せ、申込などは普及センター生活担当まで

Ｅ可

し

中標津の新鮮な生乳を9006以上使用ｃ

すっきりのどをilYIにくれる本格派。
｢ｲ鋤の峰をいつでもどこでも飲みたい/｣という方に＿

ロ
イ
ヤ
ル
ミ
ル
ク
テ
イ
－

こ
く
が
あ
る
の
に
、
す
っ
き
り
し
た
飲
み
や
す
さ
。

す．

1５ 



交通安全の呼びかけと
農畜産物の

消費拡大をＰＲ。

第Ｓ回
交遍安全＆じゃがいもキャンペーン

梢を｜と久迦い柴分を灸
Ｙｌｌ呼卜Ｉｌｆｌ性安当も協よ［１の１１ｊ
拡びく爵部企ⅡキｌｉｌＩ）的呼年
人かルを典協はヤ組ｌＩｉｌにび部
をけトドが全天ン合泣十かｉｉｌｉ
Ｐるのう交の腰ぺ前二一けI？
Ｒと許イ迦協に｜で七Ⅱと拡
しと１１１（変力恋ン、Ｚ［IL1農大

ii':澤縮鱗!;蕊

騨i1i灘ｌｌｉｉ

「￣

四苦八苦しながら
岳完成しましだ。

管内一斉ﾛｰﾙﾊﾟｯｸ･ﾒｯｾｰｼﾞ活動

薦饗鴦藤原智樹

Ⅱ 
いか樫大苫業るⅢ）１ルーロ蒜
まくか変ししがか当駐一パメｌ産１１『
す、かで・、かＨ｝心［１１|［Ⅱツツル物ゼド
･忠’）し特し未配は場、クセパの部
つまたに、まさ、で青．｜ツｉｉｌｊで
たし。テ償しれ朝笑ゴドノジクIlYは
よた完Ｉれたまか施部ツをに拡ｉｉ１ｊ
りが成プな゜しらし役セイ'１１符人ｉｕｉ
ｌｌ・すでいた雨まｉｉｌ<Ｉノリに満
ｆｒｌｌｌる文zlrがとしにジヨＴ１ｉ変な
っ米ま下の、なたよ活悴年すど
て峡で．をたどり｡’）動内部るに
いえ約作めう実ミＬ一独た対
るは三るＩｌｑ仁施ルを斉｜:｜めし
とと１１序の苫かでクトロのに、
忠もｌｌｌＩが八作きの－１統、農

i;iiiii'1,iiiTiLilLiii篝lii1ii 蕊鰯iil1ilIl三
月

事
、

■ 

Ｆ 
ｐ 

1６ 
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第
八
回
理
事
会
の
経
遁

'、 へl1HlWl
業、業、協力Ⅱ、決１１１：ＩｌＭ
に家の平議分平議場１１
つ帯拡成事に成事所Ⅱ#
い佃充卜項つ十項
て体に．、／い．、／’'１平
識つりき て年 標成
別い度度ポ|ｋ十
シて北斎ｌＨＪ・
ｽ海雌膿年
テ泣環脇ト
ムノじ境’'１）］
IiW気リ会ノ（
先づ識Ⅱ
１Ｍ]<ス寵
発リの
」|（１『迫

10月の組合口誌

1日第３回熟年会役員会

池田校舎ファームスティ

受入式

６日第２回役員協議会

巡回ドック２次検診２次検 ■ 

廷

天王寺校舎ファームステ P、ファー

個人事業税の第２期分の納期限は
１１月30曰010です。

イ受入式

７日年金相談会

１９日第７回青年部調査・広報

個人事業税は、道内に事務所や事業所を設けて、事業を行なっている

個人の方に、その事業の所得を基礎として、課税される道税です。

根室支庁から送付される納税通知書により、８月(第１期)と11月（第

２期）の２回に分けてそれぞれ納期限までに納めていただきます｡但し、

年税額が１万円以下の場合には、８月の納期までに全額を納めていただ

きます。

平成11年度の第２期分の納期限は、１１月30日脚です。納税通知書が届

いている方は、納期内納税にご協力お願いします。

また、納税には簡単便利な口座振替をおすすめします。

納税通知書を紛失された方や個人事業税に関する詳しいお問い合わせ

は、根室支庁税務課直税係まで。

（根室支庁税務課直税係：‘O1532-3-6131内線2334.2335）

委員会

22日初級職員資格認定試験

乳検組合検定員研修

26日第５回生産委員会

中標津町監査

27日第５回伯爵まつり実行委

員会

同志会酪対合同講習会

28日乳検ハンディ研修

健康管理指導
佇白

29日給油所ミーティング

後継者相談員会議
職Ｍ１鰯

30日第３回管理購買委員会
1－ 

.Ⅳ 

＆ 
「

、
１

巳
□

Ⅶ ｑ 

」遡口

｜
月

低
気
圧
の
血
過
後
は
冬
型
の
》
礼
圧
配
満

と
な
り
ま
す
が
、
一
時
的
で
及
統
き
せ
ず
、

気
温
の
揃
い
Ⅱ
が
多
い
兄
込
み
で
す
。
Ⅱ

水
脈
側
で
は
平
年
に
比
べ
曇
り
や
雷
の
Ⅱ

が
少
な
く
、
太
平
洋
側
や
オ
ホ
ー
ツ
ク
海

側
で
は
天
気
は
周
期
的
に
変
わ
る
で
し
よ

、
７
． 込ホ鐘と+

み’りな低二

手；鴬り､爆月
･海の平の
111リⅡイドｊｍ
でがと過
は多同後
Ｉ１ｉｌｒ〈様は
れ、、冬
る大「Ｉ型
Ⅱ平木の
が洋派気
多側側圧
いやで．配
兄オはＷｉ

可
能
性
の
大
き
な
天
候
見
通
し

＋
｜
月

犬
気
は
周
期
的
に
変
わ
り
ま
す
が
、
低

気
圧
の
迦
過
後
は
一
時
冬
型
の
気
圧
配
腿

と
な
り
、
日
本
梅
側
の
地
方
で
は
平
年
と

同
様
鐘
り
や
雨
ま
た
は
雪
の
Ⅱ
が
多
い
兄

込
み
で
す
。

十
一
月
か
ら
一
月
ま
で
の
概
要

一
「
力
月
平
均
気
温
は
、
平
年
並
み
の
可

能
性
が
蛾
も
大
き
く
、
そ
の
確
率
は
玩
○

訂
で
す
。

一
一
一
カ
月
間
の
降
水
雌
は
平
年
北
み
で
し

よ
、
７
。 Ｓ
力
同
予
報

1７ 



観
…
…
鶯
前
ご
Ｅ
Ｚ
ｕ
《

どのの】】

卍

懐し雲古髻一枚の孚真

三
○
・
吋
⑪
、

昭和30年代まで活躍した保導車

保導車で馬鈴しょ運搬風景公

写蕊提供房川喜延氏

鈩
叩
聰
荊
へ
蝿
繩
評
語
鐸
辮
韓
糎
鑪
沙
鈩
關
麟
、
箙
藤
伸
風
鱈
箇
離
日
醤
諭

が

へ
Ｕ
ｗ
ｌ
山
川
］
⑰

'1８ 


